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琉球大学病院 がんセンター 

令和 4年度 がん患者支援事業 

「離島がんセミナーin宮古島」 

報告書 
 

 



離島がんセミナーin宮古島 概要 

宮古島住民対象に県主催の離島がんセミナーを実施した。センター長増田から、宮古島市全体にお

ける医療の在り方や課題点などについても普及し、地域の住民を対象にがん情報提供の講演会およ

び相談会を実施した。 

■離島がんセミナーin宮古島 

日時：令和 4年 9月 18日(日)１２：30～１5：30 

場所：宮古島市未来創造センター 

参加人数２３名 (受講者１５名、スタッフ８名) 

内容（１）講演「もしも宮古島でがんになったらがんになってもあわてない情報の探し方」 

   琉球大学病院 がんセンター長 増田 昌人 

  （２）講演「相談支援センター利用のすすめ」 

   沖縄県立宮古病院 がん相談支援センター 地域連携室  

看護師長 金城 美奈子様 

  （３）質疑応答・個別相談会 

   琉球大学病院 地域統括相談支援センター 相談員 上地 久美子様 

※セミナー会場の感染対策として、入場時に、入口にて手指のアルコール消毒、受付で検温・体調

確認・連絡先・渡航歴の記入をお願いした。記入用ボールペンは参加者全員に配布した。 

また、席は間隔を空けて配置し、資料も事前に席へ配布しておいた。会場内はエアコンを使用した

が、窓や扉を解放して換気するようにした。 



告知ツール(チラシ) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■広報手段：丸正印刷協力のもと、宮古島保健所、宮古市未来創造センター 

宮古市役所健康増進課 健康づくり係 、沖縄県立宮古病院 へチラシ配布 



講演内容(スライド資料) 

 
 
 
 

増田先生スライド表紙など 

 

金城様スライド表紙など 

 



アンケート結果 

■受講者 15名 アンケート回収 13名 アンケート回答率 80 %  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      

 

 

  

3.その他の理由を教えてください。 

2年前に家族ががんになり自宅で看取りを経験してから。 

前立腺がんらしいです。 

 

 

住民
38%

行政職員8%

医療従事者
46%

その他（介護職）
8%

2.立場

たまに考える
46%

考えたことがない
15%

無回答
15%

3. もしもがんになった場合のことを
考えた事がありますか？

自分では
考えている 16％

よく考えて家族で
話し合っている 8％

宮古島市
53%沖縄本島南部

29%

沖縄本島中部
12%

沖縄県外6%

複数回答

40-49歳
8%

50-59歳
61%

60-69歳
15%

70-79歳
8%

80歳以上
8%

1-a 年齢

男
15%

女
85%

1-b 性別

4.もしあなたががんになったら、 
  どこで治療したいと思いますか 

 



  

 

7.がんセミナーの感想や、要望など何かあれば自由に記載してください。 

年に一度やってほしいです。 

この様な機会があるとお話し等お聞かせいただけると幸いです。担当医と相談しながら頑張ります。 

いろいろな情報がもらえて良かったです。 

先生の分かりやすい講話で参加して良かったです。理解しやすく納得することが多く、今後のがん治療に役立つと
思います。 

がん治療が宮古でも出来るのであれば宮古で受けたいと思う。今は本島に通っています。現在年 2 回～4 回 

がん検診の重要性を再認識しました。友達の家族ががん治療中で、力になりたくてセミナーに参加しました。色々
分かったこともあり、とても勉強になりました。ありがとうございました。 

改めてがんについて考えさせてくださるセミナーでした。ありがとうございます。これまでは人事でしたが、自分
ががんになったらと考えて行動する、生活習慣を改めることなど、自分自身に出来る事を頑張りたいと思います。 

増田先生のお話は働きざかり世代の多くに聴いてもらいたいと思いました。金城看護師のお話はがん患者・家族・
支援者が相談支援センターの役割をもっっと知ってもらうことが大切と思いました。地域統括相談支援センター上
地さんの温かい語りかけ寄り添いが印象に残りました。とても貴重な講話でした。ありがとうございます。要望と
して治療と仕事の両立についての内容もあると良かったです。 

とてもそう思う
8%

ややそう思う
15%

どちらとも言えない
46%

無回答
31%

5.もしがんになったとき、宮古島で治療
することに不安はありますか

わかった
46%ある程度

わかった
38%

ややわかった
8%

無回答8%

6.この説明会で、病院が携わることがで
きるがん医療の範囲を理解できましたか



当日の様子(セミナー) 
 
■宮古島市未来創造センター 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容（１）講演「もしも宮古島でがんになったらがんになってもあわてない情報の探し方」 

   琉球大学病院 がんセンター長 増田 昌人 

  （２）講演「相談支援センター利用のすすめ」 

   沖縄県立宮古病院 がん相談支援センター 地域連携室  

看護師長 金城 美奈子様 

  （３）質疑応答・個別相談会 

   琉球大学病院 地域統括相談支援センター 相談員 上地 久美子様 

 
                            



  

琉球大学病院 がんセンター 

令和 4 年度 がん患者支援事業 

「離島がんセミナーin 八重山」 

報告書 

 

 



離島がんセミナーin八重山 概要 

石垣島住民対象に県主催の離島がんセミナーを実施した。センター長増田から、石垣市全体における医療の

在り方や課題点などについても普及し、地域の住民を対象にがん情報提供講演会および相談会を実施した。 

■離島がんセミナーin八重山 

日時：令和 4年 10月 10日 (月祝日) 12：30～15：30 

場所：石垣市健康福祉センター 

参加人数 29名 (受講者 18名、講演者 5名、スタッフ 6名) 

内容 (１) 講演「もしも石垣島でがんになったらがんになってもあわてない情報の探し方」 

    琉球大学病院 がんセンター長 増田 昌人 

(２) 講演「地域連携室利用のすすめ」 

  八重山病院 地域連携室 看護師 岩崎 奈々子 

  がん当事者による体験談 

沖縄県地域統括相談支援センター 西村 克敏 

  

※セミナー会場の感染対策として、入場時に、入口にて手指のアルコール消毒、受付で検温・体調

確認・連絡先・渡航歴の記入をお願いした。記入用ボールペンは参加者全員に配布した。 

また、席は間隔を空けて配置し、資料も事前に席へ配布しておいた。会場内はエアコンを使用した

が、窓や扉を解放して換気するようにした。 



告知ツール(チラシ) 

 

 

  

■広報手段：丸正印刷の協力のもと、八重山保健所、石垣市健康福祉センター 

石垣市役所、八重山病院へチラシ配布 

 

 

 

 



講演内容(スライド資料) 

 

 

 

  

増田先生スライド表紙など 

 

金城様スライド表紙など 

 



アンケート結果 

■受講者 18 名 アンケート回収 15 名 アンケート回答率 83 %  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.その他の理由を教えてください。 

独身であるため、頼る人を考えるどうするか。 

両親とも癌で死去しており、母は在宅看取りで八重山病院の訪問診療やサービスを利用し、家族の中で旅立ちまし
た。死と向き合う、家族に伝えると、と考え常に家族とどうある方がベストを話し合っています。 

義父をがんで亡くした経験から。 

 

20-29歳
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26%
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1-a 年齢

男
20%

女
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1-b 性別

住民
20%
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13%医療従事者

60%

その他（市議会議員）
7%

2.立場

よく考えて家族で
話し合っている

13%

自分では考
えている

53%

たまに
考える
34%

3. もしもがんになった場合のことを
考えた事がありますか？



 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.がんセミナーの感想や、要望など何かあれば自由に記載してください。 

告知して多くの方に聞いてほしい 

がんの予防から、治療に関することまでわかりやすくとても勉強になりました。なかなか離島ではこのような機会

がないので、今後も企画していただきたいです。 

経験者のお話を聞く事で色々考えさせられました。つらい経験を聞かせていただき感謝です。ありがとうございま

した。 

体験者の経験談とても貴重な話でした。自分自身に元気なふりをする。当事者しかわからない心情を知れて寄り添

う事の大切さを確心しました。ありがとうございました。 

患者さんや家族の声を聞けて良かったです。医療者は頑張っている方に元気をもらってます。 

初めて参加しましたがとても良かったです。相談することが大事。話を聞く事。 

  

石垣島市
47%沖縄本島

南部
41%

沖縄本島
中部
6%

沖縄県外
6%

4.もしあなたががんになったら、
どこで治療したいと思いますか

複数回答

とてもそう思う
7%

ある程度そう思う
27%

ややそう思う
33%

どちらとも
言えない

33%

5.もしがんになったとき、石垣島で
治療することに不安はありますか

わかった
60%

ある程度
わかった

40%

6.この説明会で、病院が携わることがで
きるがん医療の範囲を理解できましたか



当日の様子(セミナー) 

■石垣市健康福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 (１) 講演「もしも石垣島でがんになったらがんになってもあわてない情報の探し方」 

    琉球大学病院 がんセンター長 増田 昌人 

(２) 講演「地域連携室利用のすすめ」 

  八重山病院 地域連携室 看護師 岩崎 奈々子 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

がん当事者による体験談 

沖縄県地域統括相談支援センター 西村 克敏 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域の療養情報

沖縄県のがん患者さんとそのご家族に向け
て、がんに関する正確な情報をわかりやすく
お伝えするガイドブックです。納得して治療を
受けていただくために治療開始前に知ってお
きたい情報や、相談窓口、県内の医療体制、
地域の支えあいの場など、がんと向き合う
方々をサポートする一冊です。

お問い合わせ

琉球大学病院がんセンター
TEL.098-895-1531　FAX.098-895-1497

おきなわ がんサポート
ハンドブック

2022年版／令和3年度 沖縄県委託事業

〒903-0215 沖縄県中頭郡西原町字上原207

URL : https://www.okican.jp
E-mail : mail@ryukyucc.jp

がんと言われたとき、すぐに役立つ ヒント&リスト
巻頭綴じ込み内容

● 病名と病期を知る
● がん相談支援センターを
利用する

● 担当医と話す
● セカンドオピニオンを活用する
● 痛みやつらさを和らげる

● すぐに仕事を辞めない
● 情報を集める
● 治療費の負担を減らす
● 妊娠の可能性を知る
● 大事にしたいことを
考える

おきなわがんサポートハンドブックは無料で配
布しています。このポスターのある公共施設や、
がん診療を行う病院、診療所、がん相談支援セ
ンターなどに置いています。ぜひお手に取って
ご覧ください。
「面談にのぞむときの質問集」「わたしのメモ」付き

ダウンロードは
コチラから
▼

Web版でも
ご覧になれます｡

治療と療養の過程（ライフ
コース）を図で示すことによ
り、がん治療の流れを理解
しやすく説明しています。







月    別 アクセス数
(Number of visits) 備    考

2021/8 9,468 アクセス数カウント開始

2021/9 9,316
2021/10 8,895
2021/11 8,622
2021/12 8,599
2022/1 7,955
2022/2 7,054
2022/3 11,159
2022/4 16,752
2022/5 14,069
2022/6 13,694
2022/7 11,221
2022/8 15,636
2022/9 10,540
2022/10 15,036
2022/11 13,529
2022/12 12,710
2023/1 9,222
2023/2 9,059
2023/3 13,678 R5.3.31時点

おきなわがんサポートハンドブック・サイト版アクセス数
※https://okinawagansapo.jp/plesk-stat/webstat-ssl/より抽出
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